
 
１．研究領域名：新世紀型理数科系教育の展開研究 
２．研究期間：平成14年度～平成18年度 
３．領域代表者：増本 健（東北大学・名誉教授） 
 
４．領域代表者からの報告 

（１）研究領域の目的及び意義 

最近、わが国の児童、生徒の「理科離れ」の懸念が、また、科学技術の飛躍的な発展の基礎となる人材育成の強

力な推進要請が指摘されている。これらの問題に対処するためには、教育の専門家のみならず、広く研究者たちの

英知を募って、①国際比較を含めた理科、算数・数学等の教育内容と学習の適時性に関する研究、②また、理科、

数学等に興味・関心の高い生徒に対して論理的思考力や創造性を育むための教育内容や指導方法、教材等の研究、

③理科、数学を中心にＩＴを活用したカリキュラム開発や、④先進的で実効性の高い教授学習システムの研究、⑤

それに、ＩＴ教育研究を進める上で基礎となる情報化が児童生徒の心身に及ぼす影響と対策に関する研究もあわせ

て総合的に推進する必要がある。 

本領域研究は、上記の目的を達成するため、標題のように時代の要請に応えた、新しい理数科系教育をきり拓く

ことにとりくんできた。ただし、本領域は、計画研究を設けず、公募のみによるということで、研究の焦点化をは

かることなどで課題があったが、個々の採択課題について、可能なかぎり、全体的共通の枠組みを設定するととも

に、研究内容の公開、広報につとめ、教育現場からの反応を見定め、研究の展開をはかることにつとめてきた。こ

の意味で、教育現場との密接、不可分な連携、協同が特徴となり、地道な実践的成果の積み重ねが教育現場に大き

なインパクトを与えてきた点に意義があるといえよう。 

 

（２）研究成果の概要 

本領域は、上記の目的に述べた５つの研究項目から構成され、５年間に総計２３２件の研究課題を採択し、研究

を推進してきた。その研究成果をまとめると、つぎのようになる。 

① 各研究項目において、教育現場との関わりが深い研究が活発に展開され、また、これに付随した教育実践（教

材開発、公開授業、公開講座など、３８２件）が数多く展開された。 

② 本領域に採択された研究代表者は、教育の専門家のみならず、多方面の最先端分野の研究者からなる。この

点で、学会発表、論文投稿などの研究成果は多方面にわたるが、件数は、学会発表２２０件、論文（学会誌

投稿等）４１０件。 

③ 研究成果の公表については、５年のあいだ、各年度末、日本科学未来館を２日間にわたって借り切り、一般

公開にて、研究成果報告会を開催した。また、「研究プロセス、研究成果を教育現場につなげる」をモットー

に運営された本領域ホームページは４００ページをこえ、メールマガジンは１７号（総ページ数は２８８）

を数えるとともに、採択課題一覧の全文検索、研究成果データベース（１２３８件）も稼働している。 

④ 本領域の研究推進と併行して、最近、めざましい進展をみせている「脳科学」、またＳＳＨ（スーパー・サイ

エンス・ハイスクール）との接点、連携をさぐる試みにもとりくみ、本領域研究のさらなる展開のなかに、

その位置づけと方向性を示すことにもなった。 

 

５．審査部会における所見 

Ａ（期待どおり研究が進展した） 

理数科系教育の新しい枠組みの形成を目的として、教育学、自然科学など諸分野の研究者による多方面からの研

究が展開された。その成果は、ITを活用した数千件のデジタルコンテンツを含む多様な教材の開発・公開や、小学

校、中学校、高校との連携による授業の試行・実践など多大である。また本研究領域は、総括班以外の計画研究を

置かずに、公募研究により諸分野の研究者を集結し、活動を行った点でも特色がある。今後も活動を継続させるこ

とは必須であり、本研究領域の成果と問題点の分析を踏まえて、各種施策に反映されることを期待する。 

 




